
講師
林 開 精神保健福祉士

（精神保健福祉部 課長代理／相談窓口）

医療法人社団明善会 飯田橋榎本クリニック

令和７年 ハイブリッド勉強会
クリニックスタッフと一緒に学ぶ

6月26日 Thu.  13:30-15:00
どこからが依存症？どうして依存する？

7月23日 Wed. 13:30-15:00
精神科デイナイトケアでの治療と連携

8月13日 Wed. 13:30-15:00
関わる時の心構え ～それは誰の都合？

9月25日 Thu.  13:30-15:00
アルコールと精神疾患･認知症･身体疾患

「アルコール依存症」

講師
林 開 精神保健福祉士

（精神保健福祉部 課長代理／相談窓口）

会場
・飯田橋榎本クリニック
（千代田区飯田橋4-6-5）※申込先着10名

・zoomウェビナー ※定員500名迄

参加費・視聴料 無料

榎本クリニック
グループでは、
創立当初より
依存症の方が
多く参加され
ています。

それゆえに、
依存症が重複
しているケー
スも多く、
他の疾患に
依存症の
対応を応用す
ることも多いです。

会場
・飯田橋榎本クリニック
（千代田区飯田橋4-6-5）※申込先着10名

・zoomウェビナー ※定員500名迄

参加費・視聴料 無料

※進行状況に伴って、内容は前後する可能性が御座います

今回の勉強会は
職員研修を
発展させ､
基礎的な
知識から
当院での
応用まで
ざっく

ばらんに
取り上げ､
依存症者
の支援を

考えていき
ます。 ※対象

は支援者向けです
(知識･経験有無関わらず)

お申し込みはコチラ
http://bit.ly/4kGshbv

リアル参加の方も、コチラのフォームで
お申込み下さい ※今回はオンデマンドなし

← お申し込みはコチラ
http://bit.ly/4kGshbv

リアル参加の方も、コチラのフォームで
お申込み下さい ※今回はオンデマンドなし

お問い合わせ

飯田橋榎本クリニック
03-5276-0601（担当：林）
Info_iidabashi@enomoto-clinic.jp

お問い合わせ

飯田橋榎本クリニック
03-5276-0601（担当：林）
Info_iidabashi@enomoto-clinic.jp



※パソコンからお申込みの方は「榎本クリニック」と検索、当院ＨＰ（www.enomoto-clinic.jp）に
アクセスいただき、トップページ下部「講演会・勉強会のお知らせ」の案内ページからが簡便です。

【お申込み方法】

webから http://bit.ly/4kGshbv
※短縮ＵＲＬです

お申し込み
（全員）

上記お申込みフォームにて
「ウェビナー登録」

直接５階へ
お越しください

当日
リアル参加13時過

接続可能時間：
メール内のリンクを
クリックして視聴開始

医療法人社団明善会

飯田橋榎本クリニック（東京都千代田区飯田橋４－６－５） ＴＥＬ：０３－５２７６－０６０１

13時過

13:30 13:30

開催前 資料を pdfにてご登録のメールへ
お送りします

ＪＲ飯田橋駅「東口」より徒歩３分（総武線）

「Ａ４」出口より徒歩２分
（東京メトロ有楽町線、南北線、東西線／都営地下鉄大江戸線）

「Ａ５」出口より徒歩１分（東京メトロ東西線のみ）

会場にいらっしゃる方も、
人数把握･準備のため
必ずご登録下さい。
※登録は全回を一括で行っています。
※リアル参加の方は、登録後にご予定
が変わった場合、ご一報願います。

講演
マスク等の感染対策
をお願いいたします

リアルタイム配信
チャットの質問等は

可能な範囲で取り上げます

飯田橋榎本クリニック ハイブリッド勉強会

「クリニックスタッフと一緒に学ぶ アルコール依存症」

榎本クリニックグループでは、創立当初より依存症の方が多く参加されています。それゆえに、他疾
患に依存症が重複しているケースも多く、また、他の疾患に依存症の対応を応用することも多いです。

今回の勉強会は、支援者向きに職員研修を発展させ、基礎的な知識から当院での応用までざっくばら
んに取り上げ、依存症者の支援を考えていきます。

全４回

6/26 Thu「どこからが依存症？どうして依存する？」 診断基準や原因論、依存症の症状を、支援者と
してどう捉えるか

7/23 Wed「精神科デイナイトケアでの治療と連携」 1日10時間・最大週6日という長時間･高頻度という
当院での治療の考え方と、地域連携について

8/13 Wed「関わる時の心構え～それは誰の都合？」 支援者として関わる時に当院で（というより演者
自身が）大事にしていることについて

9/25 Thu「アルコールと精神疾患･認知症･身体疾患」 多飲歴がある人がよく抱える精神疾患・症状、
体への影響、また加齢に伴う課題なども

対象：支援者向け（依存についての知識･実務経験に関わらず、ご興味のある方）
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